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※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として指数化して

います。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので

あり、実際の基準価額とは異なります。 

 

 
 

期 決算日 分配金（円） 
第148期 2025/05/27 52 

第149期 2025/06/27 52 

第150期 2025/07/28 52 

第151期 2025/08/27 52 

第152期 2025/09/29 52 

第153期 2025/10/27 52 

   
 

期 決算日 分配金（円） 
第154期 2025/11/27 52 

第155期 2025/12/29 52 

第156期 2026/01/27 52 

第157期 2026/02/27 52 

第158期 2026/03/27 52 

第159期 2026/04/27 52 

設定来累計分配金 12,504 
 

 

※分配金は、1万口当たりの金額です。 
※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するも

のではありません。 
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 当月末 前月末 

基準価額（円） 4,383 4,161 

純資産総額（百万円） 17,533 16,876 

※基準価額は、1万口当たり。 

 基準価額(円) 基準日 

設定来高値 11,382 2013/05/24 

設定来安値 3,652 2025/04/11 

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示して

います。 
 

 
 

  1ヵ月 6.6 

3ヵ月 3.0 

6ヵ月 8.0 

1年 32.4 

3年 64.8 

5年 74.7 

10年 158.7 

設定来 221.2 

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出し

ていますので、実際の投資家利回りとは異なります。 
※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来

の騰落率については、設定当初の投資元本を基に計算してい

ます。 

 
 

債券等 98.5 

現金等 1.5 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
※現金等の中には未払金等が含まれるため、比率が一時的

にマイナスとなる場合があります。 
 

基準価額・純資産総額

騰落率(税引前分配金再投資) (%)

ポートフォリオ構成 (%)

  
運用実績の推移 （設定日：2013年2月8日） 
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追加型投信／内外／資産複合 

n/a n/a n/a 
  

運 用 実 績 
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※基準価額は、信託報酬控除後の価額です。設定前営業日を10,000円として指数化して

います。なお、信託報酬率は「ファンドの費用」をご覧ください。 
※分配金再投資基準価額は、税引前の分配金を再投資したものとみなして計算したもので

あり、実際の基準価額とは異なります。 

 

 
 

期 決算日 分配金（円） 
第148期 2025/05/27 22 

第149期 2025/06/27 22 

第150期 2025/07/28 22 

第151期 2025/08/27 22 

第152期 2025/09/29 22 

第153期 2025/10/27 22 

   
 

期 決算日 分配金（円） 
第154期 2025/11/27 22 

第155期 2025/12/29 22 

第156期 2026/01/27 22 

第157期 2026/02/27 21 

第158期 2026/03/27 21 

第159期 2026/04/27 21 

設定来累計分配金 9,579 
 

 

※分配金は、1万口当たりの金額です。 
※分配金は過去の実績であり、将来の分配金の支払いおよびその金額について保証するも

のではありません。 
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 当月末 前月末 

基準価額（円） 1,705 1,620 

純資産総額（百万円） 443 422 

※基準価額は、1万口当たり。 

 基準価額(円) 基準日 

設定来高値 10,264 2013/05/24 

設定来安値 1,611 2026/04/01 

※同一の基準価額が複数ある場合、直近の日付を表示して

います。 
 

 
 

  1ヵ月 6.5 

3ヵ月 -2.0 

6ヵ月 0.6 

1年 13.3 

3年 16.4 

5年 -4.5 

10年 30.2 

設定来 33.1 

※騰落率は、税引前の分配金を再投資したものとして算出し

ていますので、実際の投資家利回りとは異なります。 
※各期間は、基準日から過去に遡っています。また、設定来

の騰落率については、設定当初の投資元本を基に計算してい

ます。 

 
 

債券等 98.5 

現金等 1.5 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
※現金等の中には未払金等が含まれるため、比率が一時的

にマイナスとなる場合があります。 
 

基準価額・純資産総額

騰落率(税引前分配金再投資) (%)

ポートフォリオ構成 (%)

  
運用実績の推移 （設定日：2013年2月8日） 
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ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンドの内容 
 ※ブラックロックのデータを基に委託会社が作成しています。 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

   株式等 66.3 

債券 23.6 

コモディティ 2.4 

キャッシュその他 7.6 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
 

 
 

通貨 組入比率 

米ドル 61.0 

ユーロ 11.6 

円 7.3 

英ポンド 3.5 

その他 16.6 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
 

 

 
 
 

 
 

 
 
 

地域 組入比率 

北米 70.3 

欧州 13.9 

エマージング 10.8 

日本 4.6 

アジア・オセアニア（日本を除く） 0.4 

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。 
※地域は、ブラックロックによる分類です。 

 

 
 

地域 組入比率 

北米 41.7 

欧州 40.8 

エマージング 11.7 

アジア・オセアニア（日本を除く） 5.2 

日本 0.6 

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。 
※地域は、ブラックロックによる分類です。 

 

資産構成比率 (%) 通貨別組入比率 (%)

株式等地域別組入比率 (%) 債券地域別組入比率 (%)
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 業種 組入比率 

1 情報技術 26.8 

2 金融 14.4 

3 資本財・サービス 14.0 

4 一般消費財・サービス 10.7 

5 コミュニケーション・サービス 9.4 

6 ヘルスケア 9.1 

7 エネルギー 6.5 

8 生活必需品 3.6 

9 公益事業 2.5 

10 素材 2.3 

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。 
※業種は、ブラックロックによる分類です。 

 

 
 

種別 組入比率 

国債・政府機関債 48.9 

社債 33.4 

証券化商品 17.2 

転換社債（株式オプション部分除く） 1.3 

ローン - 

その他 -0.8 

合計 100.0 

※組入比率は、組入有価証券評価額に対する割合です。 
※種別は、ブラックロックによる分類です。 

 

 

 
 

 銘柄 組入比率 

1 アルファベット 2.8 

2 エヌビディア 2.6 

3 アップル 2.1 

4 アマゾン・ドット・コム 1.7 

5 台湾セミコンダクター 1.7 

6 ブロードコム 1.5 

7 マイクロソフト 1.4 

8 メタ・プラットフォームズ 1.0 

9 ASMLホールディング 1.0 

10 イーライリリー 0.9 

※組入比率は、純資産総額に対する割合です。 
※当該個別銘柄の掲示は、銘柄推奨を目的としたものではありません。 

株式等組入上位10業種 (%) 債券種別組入比率 (%)

株式等組入上位10銘柄 (%)
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※2013年2月13日時点の指数を100として指数化しています。 
※指数は、円建公社債の当初受渡日から掲載しています。 
※詳細は、後掲の「指数の著作権などについて」をご参照ください。 
※為替は、2013年2月7日（設定前営業日）から掲載しています。 
※為替は、一般社団法人資産運用業協会が公表する対顧客電信売買相場の仲値（TTM）です。 
※Bloombergのデータを基に委託会社が作成。 

 

 
 

下記の目標払出し額の適用期間：2026年2月から2027年1月 

 為替ヘッジなし 限定ヘッジ 決算日 

毎月決算 
52円程度 

（年当たり624円程度） 

22円程度 

（年当たり264円程度） 
毎月27日 

上記の目標払出し額は分配金として払い出される目標額であり、各コースの目標払出し額は年1回の更新時期（毎年1月）に見直され、その適用は2月からとな

ります。 
上記の額は、各コースが投資する指数連動債から受け取る利金に応じた額を基に委託会社が設定した課税前の目標払出し額であり、投資収益とは直接関係

なく決定されるものです。したがって、分配金の一部または全部が実質的に投資元本の払い戻しにより充当されることがあります。 
次回更新時期以降の目標払出し額については、販売会社または委託会社にお問い合わせください。 
上記の目標払出し額は、予想に基づくものであり、掲載した額のお支払いを保証するものでなく、各コースにおいて一定の利回りを保証するものでもありませ

ん。また、分配金の水準は、各コースの投資収益率を示すものではありません。 
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マーケット動向とファンドの動き

＜市場概況＞ 

4月の世界株式市場については、前月末に対して、米国、欧

州、日本市場は上昇しました。米国では、上旬は、米国がイラ

ンへの攻撃を停止すると発表し、米・イランの協議への期待が

強まったことから、上昇しました。中旬は、1回目の協議で合意

に至らなかったものの、イラン外相が一時ホルムズ海峡の開

放を宣言したことなどから、上昇しました。下旬は、米・イラン

の協議再開を巡る不透明感から原油価格が高騰しましたが、

堅調な米企業決算が好感され、相場は上昇しました。欧州で

は、上旬は、米国がイランへの攻撃を停止すると発表し、米・イ

ランの協議への期待が強まり、上昇しました。中旬も、米・イラ

ンの協議再開への期待が支えとなり、ハイテク株主導で上昇

しました。下旬は、米・イランの協議再開を巡る不透明感から

原油価格が高騰する中、ECB（欧州中央銀行）の年内利上げ

観測も重しとなり、下落しました。日本では、上旬は、米国が

イラン攻撃の停止を表明し、停戦協議への期待が強まる中、

AI（人工知能）・半導体関連株主導で上昇しました。中旬も、

米・イラン協議再開への期待が残る中、データセンター関連需

要の拡大期待などから、一段と上昇しました。下旬は、イラン

情勢を巡る不透明感に伴う原油高などが重しとなり、下落し

ました。 

債券市場については、米国、日本及び欧州（ドイツ10年国債）

で下落（金利は上昇）しました。米国金利は、上旬は、米雇用

統計の上振れで金利は上昇した後、米・イランの停戦合意を経

て金利は上げ幅を縮小しました。中旬は、米・イランの協議再

開報道やイラン外相が一時ホルムズ海峡の開放を宣言したこ

となどから原油価格が下落し、金利は低下しました。下旬は、

米・イランの停戦協議の難航が報じられる中で原油価格が反

発し、金利は上昇しました。国内金利は、上旬は、10年債入

札が不調に終わったことや、原油価格が高止まりする中で国

内の物価上昇圧力が懸念され、金利は上昇しました。中旬

は、米国とイランとの交渉進展期待や日銀の4月利上げ観測

の後退などを背景に、金利は低下しました。下旬は、日銀は政

策金利を据え置いたものの、原油価格が上昇する中、金利は

上昇しました。欧州金利は、上旬は米・イランの停戦合意で一

時金利は低下した後、停戦合意を巡る不透明感がくすぶる中

で、金利は再び上昇しました。中旬は、米・イランの協議進展

期待や、ECBの早期利上げ観測の後退などから金利は低下し

ました。下旬は、インフレ期待や原油価格の上昇に加え、ECB

理事会で利上げが検討されたことを背景に金利は上昇しまし

た。 

外国為替市場では、米ドルは、対円で下落しました。上旬は、

米・イランの合意を経て一時米ドル安に転じるも、不透明感が

根強い中で再び米ドル高となりました。中旬は、イラン情勢を

巡る強弱材料が入り混じる中で、もみ合いでの推移となりまし

た。下旬は、米・イラン協議の難航や米利下げ観測の後退など

から円安が進行しましたが、日本政府・日銀による円買い介入

とみられる動きから、円は急騰しました。ユーロは、対米ドル

で上昇しました。上旬は、米国がイラン攻撃の停止を表明し、

停戦合意期待が強まる中、有事の米ドル買い圧力が後退し、ユー

ロは上昇しました。中旬は、米・イランの協議再開期待が一時強

まったことなどから、ユーロは小幅に上昇しました。下旬は、米・イ

ランの協議再開を巡る不透明感から原油価格が反発するととも

に、米ドルが買われ、ユーロは小幅に下落しました。ユーロは対

円で横ばい程度となりました。  

 

＜ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーシ

ョン・ファンドの投資行動＞ 

株式については、組入比率を引き上げベンチマークに対してオー

バーウェイトとしました。株式内では、情報技術を増加させまし

た。一方でヘルスケアを減少させました。地域別では、米国は最

も耐性が高いとみており、米国株式のオーバーウェイトは維持し

ています。欧州やアジアについては、アンダーウェイトです。債券

では、ポートフォリオ全体のデュレーションはベンチマークに対し

てアンダーウェイトです。デュレーションに対する最大のアンダー

ウェイトは米国であり、次いで中国と日本となっています。欧州は

オーバーウェイトとしています。クレジットセクターでは、社債や証

券化商品などを組入れています。その大部分はハイ・イールド債

です。なお、ソフトウェア関連のローンやプライベートクレジットに

おいて信用不安の高まりが見られますが、規律を持って組入資産

および銘柄を選択しています。金関連証券は足元の環境では下

方ヘッジとして機能しておらず、他のリスク資産をより選好してい

ます。通貨配分は米ドルと日本円がオーバーウェイトポジションで

す。ユーロや人民元、香港ドルが最大のアンダーウェイトです。 
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今後のマーケット見通しと今後の運用方針

今後の運用方針 

＜グローバル・アロケーション・ファンド＞ 

各コースでは、引き続き参照ファンドの運用成果を反映する指

数連動債の組入比率を高位に維持し、世界各国の株式や債券

などさまざまな資産への分散投資で得られる収益の獲得を目

指します。 

 

＜ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケー

ション・ファンド＞ 

株式市場は、米国とイランの交渉は継続中であり、依然として

ニュースによってマーケットが大きく振らされる展開も想定さ

れ、先行きが見通しにくい状況です。このような環境の中で、

全体的なポートフォリオのリスクを管理しながら、優良な成長

企業に追加投資することを目指しています。債券については、

ポートフォリオのリスクを管理する方法としてデュレーションを

コントロールしています。引き続き、社債、証券化商品などを

組入れ、ポートフォリオの利回り確保を目指します。デュレー

ションに加えて、現金、デリバティブ、為替ポジション、コモディ

ティなどでバランスを取り、リスクを意識した運用を行う方針

です。 

 

※マーケット動向とファンドの動きは、過去の実績であり将来の運用成果等をお約束するものではありません。また、運用方針は、作成時点のものであり、将来

の市場環境の変動等により変更される場合があります。 
 

 

 



  

  

 
 

ブラックロック・グローバル・アロケーション・ファンドの運用成果を反映する指数連動債に投資し、世界各国のさま

ざまな資産への分散投資で得られる収益の獲得と、分配実施※による定期的な運用資産の一部払い出しを目的と

して運用を行います。 
※実質的な投資元本の払い戻しにより一部または全部の額を充当することができます。 

 

１． ブラックロック・グローバル・アロケーション・ファンド＊の運用成果を反映する指数連動債に投資し、世界各国の

株式や債券などさまざまな資産への分散投資で得られる収益の獲得を目指します。 
＊ 正式名称は、「ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバル・アロケーション・ファンド」（以下「参照ファンド」という場合がありま

す。）です。参照ファンドはブラックロックが運用を行います。 
● 指数連動債が参照する指数は、参照ファンドの運用成果に基づき円ベースで算出されますが、為替取引の有無により以下の通り区別

されます。 

コース名 
毎月決算・為替ヘッジなしコース 

（目標払出し型） 

毎月決算・限定為替ヘッジコース 

（目標払出し型） 

参照指数 
グローバル・アロケーション・ファンド・ 

インデックス（為替ヘッジなし） 

グローバル・アロケーション・ファンド・ 

インデックス（限定為替ヘッジ） 

為替取引 なし あり（米ドル売り／円買い） 

● 各コースでは、原則として、指数連動債の組入比率を高位とします。 

※ 指数連動債は償還時まで保有することを基本とします。ただし、指数連動債は所定の要件(指数算出者＊の事前申出による残存期間

の短縮化を含みます。)により繰上償還される場合があります。この場合、指数連動債の償還に合わせて、受託会社と合意の上、投資

信託契約を解約し、当該信託を終了（繰上償還）させます。 

＊ UBS銀行ロンドン支店を指します。 

 

２． 分配を通じて運用資産の一部を定期的に払い出します。 
● 分配金は投資収益に基づくものではなく、所定の利金乗数を用いて定期的に更新される指数連動債の利金に基づく額を目標としま

す。指数連動債は、運用資産を払い出す仕組みを有することから、各コースの分配金の一部または全部が実質的に投資元本の払い

戻しにより充当されることがあります。 

●  運用状況により分配金額は変動します。したがって、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆あるいは保証するものでは

ありません。 

 

３． 為替ヘッジの有無に応じて２つのコースからお選びいただけます。 
各コース間においてスイッチングができる場合があります。 

※ スイッチングのお取り扱いの有無などは、販売会社により異なりますので、詳しくは販売会社でご確認ください。 

 

（分配方針）  

原則として毎月27日（休業日の場合は翌営業日。）の決算時に、分配を行います。 
各コースの分配金の決定にあたっては、原則として、各コースの決算日の直前に支払われた指数連動債の利金に基づく額を払い出すこと

を目標とします。なお、目標として掲げる払出し額は、現金・その他資産も保有することによる受取利金額の減少や運用管理費用（信託報

酬）などの費用を考慮し、目標額決定時の基準価額に対して所定の率（1.2％（年当たり14.4％））を乗じて得た額を上限とします。 

各コースの目標払出し額は、毎年１月に決定され、その適用は２月からとなります。 

◆ 分配対象額の範囲は、繰越分を含めた経費控除後の利子・配当等収益と売買益（評価益を含みます。）などの全額とします。 

◆ 留保益の運用については、特に制限を設けず、運用の基本方針に基づいた運用を行います。 

※ 運用状況により分配金額は変動します。 

※ 将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。 

 

資金動向、市況動向等によっては、上記の運用ができない場合があります。 

(円)ファンドの特色
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各コースは、値動きのある有価証券等（外貨建資産には為替変動リスクもあります。）に投資しますので、ファンドの基準価額は変動します。

これらの運用による損益はすべて投資者のみなさまに帰属します。したがって、投資者のみなさまの投資元本は保証されているものではな

く、基準価額の下落により、損失を被り、投資元本を割り込むことがあります。 

また、投資信託は預貯金と異なります。 

なお、基準価額の変動要因は、下記に限定されるものではありません。 
 

● 株価変動リスク 

株式の価格は、国内外の政治・経済・社会情勢の変化、金利動

向、発行企業の業績・経営状況の変化、市場の需給関係などの

影響を受け変動します。一般に、株価が下落した場合にはその

影響を受け、各コースの基準価額が下落する可能性がありま

す。 

● 為替変動リスク 

外貨建資産は、為替相場の変動により円換算価格が変動しま

す。一般に、保有外貨建資産が現地通貨ベースで値上がりした

場合でも、投資先の通貨に対して円高となった場合には、当該

外貨建資産の円換算価格が下落し、各コースの基準価額が下

落する可能性があります。 

限定為替ヘッジコース  

当コースでは、参照ファンドの運用成果と米ドル売り／円買い

の為替取引の損益を反映する指数連動債に投資します。この

為替取引により参照ファンドが保有する米ドル建資産の対円で

の為替変動リスクは軽減されますが、米ドル建て以外の資産に

ついては米ドルに対する為替変動リスクを負うことになります。

したがって、それらの通貨が米ドルに対して下落した場合に

は、当コースの基準価額が下落する可能性があります。また、

円の金利が米ドルの金利よりも低い場合には、その金利差相当

分のコストがかかります。 

● 金利変動リスク 

公社債の価格は、金利水準の変化にともない変動します。一般

に、金利が上昇した場合には公社債の価格は下落し、各コース

の基準価額が下落する可能性があります。 

● 信用リスク 

公社債などの信用力の低下や格付けの引き下げ、債務不履行

が生じた場合には、当該公社債などの価格は下落します。これ

らの影響を受け、各コースの基準価額が下落する可能性があ

ります。投機的格付けが付与されているハイイールド債券や当

該格付けが付与されている国が多い新興国の債券は、投資適

格の債券に比べ信用リスクは高くなります。 

● カウンターパーティ・リスク 

各コースが投資対象とする指数連動債の発行体は、UBS銀行

ロンドン支店を取引相手として、連動対象指数に概ね連動する

投資成果と発行体の保有する資産の投資成果を交換する取引

（スワップ取引）を行います。この取引では、原則として連動対

象指数のリターンが裏付資産のリターンに対してプラスとなっ

た場合には取引相手から発行体に、逆にマイナスとなった場合

には発行体から取引相手に当該リターンの差に相当する額が

支払われます。 

このスワップ取引において、取引相手となるUBS銀行ロンドン

支店が債務不履行に陥った場合などには、指数連動債は繰上

償還となり各コースも繰上償還されます。この場合、発行体は

連動対象指数と保有資産のリターンの差を受け取ることができ

ない可能性があるため、保有資産を換金して指数連動債の償

還金を各コースに支払いますが、リターンに相当するものとし

て本来受け取ることができた額よりも保有資産を換金して得ら

れた額（換金に関する費用控除後）が少額となる可能性があ

り、その差額相当分だけ各コースの償還金が減少する要因とな

ります。 

また、各コースが繰上償還されると、運用を継続した場合に得

られる可能性があった収益が獲得できなくなることになりま

す。 

● 流動性リスク 

有価証券などを売買する際、当該有価証券などの市場規模

が小さい場合や取引量が少ない場合には、希望する時期

に、希望する価格で、希望する数量を売買することができ

ない可能性があります。特に流動性の低い有価証券などを

売却する場合にはその影響を受け、各コースの基準価額が

下落する可能性があります。また、各コースが組み入れる

指数連動債は、当該指数連動債の値付業者が取引の相手方

となる形式により流動性の確保を図りますが、参照ファン

ドなどの取引停止や、値付業者の財務状況が著しく悪化し

た場合などには、当該指数連動債の流動性が著しく低下す

る可能性があり、その影響により、各コースの基準価額が

下落する可能性があります。 

  

(円)主な投資リスク
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● カントリーリスク 

投資対象国・地域の政治経済情勢、通貨規制、資本規制、税制

などの要因によって資産価格や通貨価値が大きく変動する場

合があります。これらの影響を受け、各コースの基準価額が下

落する可能性があります。 

一般に新興国市場は、先進国市場に比べて規模が小さく、流動

性も低く、金融インフラが未発達であり、さまざまな地政学的

問題を抱えていることから、カントリーリスクはより高くなる可

能性があります。 

● 特定の投資信託証券に投資するリスク 

各コースが実質的に投資する投資信託証券における運用会社

の運用の巧拙が、各コースの運用成果に大きな影響を及ぼし

ます。また、外国投資法人を通じて各国の有価証券に投資する

場合、国内籍の投資信託から直接投資を行う場合に比べて、税

制が相対的に不利となる可能性があります。 
 
  

(円)主な投資リスク
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(円)お申込みメモ

購入単位 販売会社が定める単位（当初元本1口＝1円） 

購入価額 
購入申込受付日から起算して４営業日目の基準価

額（基準価額は1万口当たりで表示しています。） 

購入代金 販売会社が定める期日までにお支払いください。 

換金単位 販売会社が定める単位 

換金価額 
換金申込受付日から起算して４営業日目の基準価

額 

換金代金 
原則として換金申込受付日から起算して8営業日目

からお支払いします。 

申込締切時

間 

原則として営業日の午後3時30分までに販売会社

が受付けたものを当日分のお申込みとします。 

なお、販売会社によっては異なる場合がありますの

で、詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

購入・換金 

申込不可日 

以下のいずれかに該当する日には、購入・換金・ス

イッチングのお申込みの受付を行いません。 

・申込日当日または翌営業日がロンドンの銀行の休

業日となる日 

・申込日の翌営業日がルクセンブルグの銀行の休業

日となる日 

・申込日の翌営業日が12月24日となる日 

・信託財産の円滑運営の観点から委託会社が別途

指定する日 

換金制限 
信託財産の資金管理を円滑に行うため、大口の換

金請求に制限を設ける場合があります。 

購入・換金

申込受付の

中止および

取消し 

金融商品取引所における取引の停止、外国為替取

引の停止、決済機能の停止、その他やむを得ない

事情があるときは、購入・換金・スイッチングのお申

込みの受付を中止することおよびすでに受付けた購

入・換金・スイッチングのお申込みを取り消す場合が

あります。 

 

信託期間 2028年１月27日まで（2013年２月８日設定） 

繰上償還 

各コースが主要投資対象とする指数連動債が繰上

償還となった場合には、受託会社と合意の上、信託

契約を解約し、当該信託を終了（繰上償還）させま

す。 

次のいずれかに該当する場合には、受託会社と合

意の上、信託契約を解約し、当該信託を終了（繰上

償還）することがあります。 

・ 各コースにおいて受益権の総口数が30億口を下

回った場合 

・ 信託契約を解約することが受益者のため有利で

あると認める場合 

・ やむを得ない事情が発生した場合 

決算日 毎月27日（休業日の場合は翌営業日） 

収益分配 

原則として年12回の毎決算日に、収益分配方針に

基づいて収益分配（実質的に投資元本の払い戻しと

なる分配を含みます。）を行います。 

※各コースのお申込コースには、「分配金受取コー

ス」と「分配金再投資コース」があります。ただし、

販売会社によっては、どちらか一方のみの取扱い

となる場合があります。詳細は販売会社までお問

い合わせください。 

課税関係 

課税上は株式投資信託として取り扱われます。 

原則として、分配時の普通分配金ならびに換金時の

値上がり益および償還時の償還差益に対して課税

されます。 

公募株式投資信託は税法上、一定の要件を満たし

た場合に少額投資非課税制度（NISA）の適用対象

となります。 

各コースは、NISAの対象ではありません。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更

となることがあります。 

スイッチン

グ 

各コース間において乗り換え（スイッチング）ができ

る場合があります。 

スイッチングの取扱いの有無などは、販売会社によ

り異なりますので、詳しくは販売会社でご確認くだ

さい。 

※スイッチングの方法などは、購入および換金の場

合と同様になります。また、購入時手数料は販売

会社が別途定めます。 
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以下の手数料等の合計額、その上限額については、購入金額や保有期間等に応じて異なりますので、あらかじめ表示することができません。 

※税法が改正された場合等には、税込手数料等が変更となることがあります。 

● 投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

運用管理費用 

（信託報酬） 

実質的な負担：各コースの日々の純資産総額に

対して最大で年率1.963％（税抜1.86％）程度 

・各コース：ファンドの日々の純資産総額に対し

て年率1.133％（税抜1.03％） 

・指数手数料：年率0.08％ 

（注）参照指数は年率0.08％が指数手数料（指

数算出費用）として日々控除された形で算

出されます。 

・参照ファンド：参照ファンドの純資産総額に対し

て年率0.75％ 

（注）参照ファンドの投資運用会社に対する運用

等の報酬です。 

その他の費用・ 

手数料 

その他の費用・手数料として、お客様の保有期間

中、以下の費用等を信託財産からご負担いただ

きます。 

・組入有価証券等の売買の際に発生する売買委

託手数料 

・信託事務の処理に要する諸費用 

・外国での資産の保管等に要する費用 

・監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費

用   等 

※参照ファンドにおいては、有価証券売買時の

売買手数料、計算にかかる報酬、登録および

名義書換代行事務会社報酬、税務顧問、法律

顧問、ファンド監査人等への報酬、取締役の報

酬、保管受託銀行への報酬等がかかります。 

※これらの費用等は、定期的に見直されるもの

や売買条件等により異なるものがあるため、

事前に料率・上限額等を示すことができませ

ん。 

● 投資者が直接的に負担する費用 

購入時手数料 

購入価額に、3.85％（税抜3.5％）を上限とし

て、販売会社が別に定める手数料率を乗じて得

た額となります。 

信託財産留保額 ありません。 

(円)ファンドの費用
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投資信託は、 
●預金等や保険契約ではありません。また、預金保険機構および保 
  険契約者保護機構の保護の対象ではありません。加えて、証券会 
  社を通して購入していない場合には投資者保護基金の対象にも 
  なりません。 

 

  
●購入金額については元本保証および利回り保証のいずれもあり 
  ません。 
●投資した資産の価値が減少して購入金額を下回る場合がありま 
  すが、これによる損失は購入者が負担することとなります。 

 

 
 

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が作成した販売用 
  資料です。 
●お申込みに際しては、販売会社からお渡しする投資信託説明書 
  （交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断く 
  ださい。 
●投資信託は、株式や債券等の値動きのある有価証券（外貨建資 
  産には為替リスクもあります）に投資をしますので、市場環境、 
  組入有価証券の発行者に係る信用状況等の変化により基準価額 
  は変動します。このため、投資者のみなさまの投資元本は保証 
  されているものではなく、基準価額の下落により、損失を被り、 
  投資元本を割り込むことがあります。ファンドの運用による損 
  益は全て投資者のみなさまに帰属します。また、投資信託は預 
  貯金とは異なります。 

 

●当資料は、アセットマネジメントOne株式会社が信頼できると判 
  断したデータにより作成しておりますが、その内容の完全性、 
  正確性について、同社が保証するものではありません。また掲載 
  データは過去の実績であり、将来の運用成果を保証するもので 
  はありません。 
●当資料における内容は作成時点のものであり、今後予告なく変 
  更される場合があります。 

   

委託会社およびファンドの関係法人 
＜委託会社＞アセットマネジメントOne株式会社 

＜委託会社＞金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第324号 

＜委託会社＞加入協会：一般社団法人資産運用業協会 

＜受託会社＞みずほ信託銀行株式会社 

＜販売会社＞販売会社一覧をご覧ください。 

 

 
  
  

 

 
 

委託会社の照会先 
アセットマネジメントOne株式会社 
コールセンター  0120-104-694 
            (受付時間：営業日の午前9時～午後5時） 
ホームページ   URL https://www.am-one.co.jp/ 

 

投資信託に関する留意点

当資料のお取扱いについてのご注意
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○印は協会への加入を意味します。□印は取扱いファンドを示しています。 

2026年5月26日現在  

商号 登録番号等 

日
本
証
券
業
協
会 

一 
般 
社 
団 

協法 
会人 
資 
産 
運 
用 
業 

一 
般 
社 

引団
業法
協人
会金 
融 
先 
物 
取 

一 
般 

商社
品団
取法
引人
業第
協二
会種
金 
融 

備考 

毎
月
決
算
・
為
替
ヘ
ッ
ジ
な
し 

毎
月
決
算
・
限
定
為
替
ヘ
ッ
ジ 

 

みずほ証券株式会社 ※4 金融商品取引業者 
関東財務局長（金商）第94号 ○ ○ ○ ○  □ □  

●その他にもお取扱いを行っている販売会社がある場合があります。 
また、上記の販売会社は今後変更となる場合があるため、販売会社または委託会社の照会先までお問い合わせください。 
●販売会社によってお申込みの条件、制限等が異なります。詳しくは販売会社にお問い合わせください。 
＜備考欄について＞ 
※1 新規募集の取扱いおよび販売業務を行っておりません。 
※2 備考欄に記載されている日付からのお取扱いとなりますのでご注意ください。 
※3 備考欄に記載されている日付からお取扱いを行いませんのでご注意ください。 
※4 一般社団法人日本STO協会にも加入しています。 
                                                                                   （原則、金融機関コード順） 

n

/

a 

販売会社一覧 （お申込み、投資信託説明書（交付目論見書）のご請求は、以下の販売会社へお申し出ください）
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n/a グローバル・アロケーション・ファンド・インデックス（参照指数）の概要 
世界各国の株式や債券などに投資して、トータルリターンの最大化を目指すルクセンブルグ籍外国投資法人「ブラックロック・グローバル・ファンズ グローバ

ル・アロケーション・ファンド」クラスⅠ米ドル建投資証券のパフォーマンスを反映する円ベースの指数です。同指数には為替取引（米ドル売り／円買い）を行わ

ない指数と行う指数があります。ＵＢＳ銀行ロンドン支店が指数の算出・公表を行います。 
ＵＢＳ銀行ロンドン支店は参照ファンドおよびその投資対象資産への投資の妥当性などについて何ら判断を行わず、参照指数のパフォーマンスにも責任を負う

ものではありません。 
n/a 

指数の著作権などについて



投資者（受益者）のファンドの購入価額によっては、分配金の一部ないし全部が、実質的には元本の一部払戻しに相当する場合があります。
ファンド購入後の運用状況により、 分配金額より基準価額の値上がりが小さかった場合も同様です。

★A、 B、 Cのケースにおいては、 分配金受取額はすべて同額ですが、 基準価額の増減により、 投資信託の損益状況はそれぞれ異なった結果
となっています。 このように、 投資信託の収益については、 分配金だけに注目するのではなく、 「分配金の受取額」と「投資信託の基準価額
の増減額」 の合計額でご判断ください。

分配金額と基準価額の関係（イメージ）
分配金は、 分配方針に基づき、以下の分配対象額から支払われます。

上図のそれぞれのケースにおいて、 前期決算日から当期決算日まで保有した場合の損益を見ると、 次の通りとなります。

①配当等収益（経費控除後）　　　　②有価証券売買益・ 評価益（経費控除後）　　　　③分配準備積立金　　　　④収益調整金

計算期間中に発生した収益の中から支払われる場合 計算期間中に発生した収益を超えて支払われる場合

分配金100円

分配金100円
分配金100円

10,500円

前期決算日

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

当期決算日
分配後

＊分配対象額
　 420円

＊420円
（③＋④）

10,300円

当期決算日
分配前

＊80円を
　 取崩し

10,400円
配当等収益
(①)20円
＊80円

前期決算日

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

10,500円

10,450円

当期決算日
分配後

＊分配対象額
　 450円

＊450円

＊50円

（③＋④）

当期決算日
分配前

＊50円を
　 取崩し

期中収益
(①＋②)50円10,500円

10,550円

前期決算日

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

10,500円

当期決算日
分配後

＊分配対象額
　 500円

＊500円
（③＋④）

10,600円

当期決算日
分配前

期中収益
（①＋②）
100円

＜前期決算日から基準価額が上昇した場合＞ ＜前期決算日から基準価額が下落した場合＞

ケースA ケースB ケースC

分配金受取額100円 ＋ 当期決算日と前期決算日との基準価額の差 

分配金受取額100円 ＋ 当期決算日と前期決算日との基準価額の差 

分配金受取額100円 ＋ 当期決算日と前期決算日との基準価額の差

ケースB

ケースC

0円

▲50円

▲200円

＝

＝

＝

100円

50円

▲100円

※上記はイメージであり、 実際の分配金額や基準価額を示唆するものではないのでご留意ください。

分配金の一部が元本の一部払戻しに相当する場合

普通分配金普通分配金

元本払戻金
（特別分配金）

分配金支払後
基準価額

(個別元本)

※元本払戻金（特別分配
金）は実質的に元本の
一部払戻しとみなさ
れ、その金額だけ個別
元本が減少します。ま
た、元本払戻金（特別
分配金）部分は、非課
税扱いとなります。

投資者(受益者）
の購入価額

（当初個別元本)

元本払戻金
（特別分配金）

投資者(受益者）
の購入価額

（当初個別元本)
分配金支払後

基準価額

(個別元本)

（注）普通分配金に対する課税については、 投資信託説明書（交付目論見書）をご確認ください。

分配金

投資信託の純資産

投資信託の分配金は、 預貯金の利息とは異なり、
投資信託の純資産から支払われますので分配金
が支払われると、 その金額相当分、 基準価額は
下がります。 なお、 分配金の有無や金額は確定し
たものではありません。

分配金は、 計算期間中に発生した収益（経費控除後の配当等収益および評価益を含む売買益） を超えて支払われる場合があります。
その場合、 当期決算日の基準価額は前期決算日と比べて下落することになります。
また、分配金の水準は、 必ずしも計算期間におけるファンドの収益率を示すものではありません。

投資信託から分配金が
支払われるイメージ

基
準
価
額

収益分配金に関する留意事項

分配金の全部が元本の一部払戻しに相当する場合

ケースA

普 通 分 配 金 ：個別元本(投資者 （受益者）のファンドの購入価額)を上回る部分からの分配金です。
元本払戻金（特別分配金） ： 個別元本を下回る部分からの分配金です。 分配後の投資者（受益者） の個別元本は、 元本払戻金 （特別分配金）

の額だけ減少します。

普 通 分 配 金 ：個別元本(投資者 （受益者）のファンドの購入価額)を上回る部分からの分配金です。
元本払戻金（特別分配金） ： 個別元本を下回る部分からの分配金です。 分配後の投資者（受益者） の個別元本は、 元本払戻金 （特別分配金）

の額だけ減少します。
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